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二
、
公
共
事
業 

 
 
 

イ
、
電
気
及
水
道 

 
 
 
 

電
気
及
水
道
の
両
事
業
は
入
城
以
来
最
早
く
其
の
必
要
痛
感
せ
ら
れ
実
際
当
初 

 
 
 
 

に
復
旧
作
業
を
開
始
せ
る
も
の
に
し
て
本
年
一
月
一
日
よ
り
利
用
せ
ら
る
る
所 

 
 
 
 

と
な
れ
る
か
其
の
詳
細
は
前
報
告
に
■
説
せ
る
所
な
る
も
以
て
茲
に
省
略
す 

 
 
 
 

爾
来
本
両
事
業
は
内
外
両
面
の
不
可
避
的
原
因
に
因
り
今
日
迄
軍
直
営
の
形
式 

 
 
 
 

を
以
て
経
営
せ
ら
る
其
の
内
的
原
因
と
は
興
中
公
司
の
人
員
不
足
且
又
内
地
よ 

 
 
 
 

り
初
め
て
渡
航
せ
る
者
な
る
為
支
那
人
に
対
し
■
■
■
■
を
抱
く
者
多
き
と
軍 

 
 
 
 

目
■
の
需
要
か
大
半
を
占
め
軍
の
経
営
を
■
利
と
せ
る
も
の
に
し
て
其
の
外
的 

 
 
 
 

原
因
■
は
警
備
、
輸
送
力
及
支
那
人
に
対
す
る
現
物
の
給
与
■
軍
の
力
を
■
■ 

 
 
 
 

に
非
れ
は
到
底
之
れ
を
全
う
す
る
を
得
さ
り
し
な
り
第
三
師
団
の
交
替
以
来
経 

 
 
 
 

理
部
は
特
務
部
指
令
を
尊
重
し
大
■
三
月
中
に
興
中
公
司
を
し
て
■
■
か
し
む 

 
 
 
 

る
こ
と
に
予
定
せ
る
か
準
備
進
ま
す
更
に
半
ヶ
月
延
長
の
已
む
な
■
に
至
れ
り 

 
 
 
 

三
月
中
の
興
中
公
司
の
陣
容
整
備
に
付
■
■
十
一
日
新
に
火
力
班
十
名
■
京
発 

 
 
 
 

電
所
作
業
に
従
事
し
之
と
共
に
従
来
の
職
員
は
内
外
総
て
専
門
に
■
当
し
城
内 

   
 
 
 

に
移
転
せ
り
従
つ
て
現
在
人
員
は
事
務
員
所
長
以
下
九
名
技
術
員
電
気
火
力
班 

 
 
 
 

十
名
内
外
線
班
十
三
名
水
道
は
当
初
と
同
し
く
二
十
八
名
な
り 

 
 
 
 

運
転
中
の
事
故
に
付
て
は
三
月
中
旬
発
電
所
内
線
に
黒
猫
か
飛
ひ
込
め
る
由
に 

 
 
 
 

て
停
電
あ
り
下
旬
に
か
け
て
水
道
薬
品
不
足
の
為
用
水
甚
し
く
浸
濁
せ
り 

 
 
 
 

第
二
師
団
は
一
方
に
於
て
は
之
よ
り
夏
季
に
向
ふ
南
京
の
衛
生
状
態
の
重
視
し 

 
 
 
 

諸
般
の
対
策
を
講
し
つ
つ
あ
る
も
本
両
事
業
に
於
て
も
当
今
部
隊
警
備
の
為
却 

 
 
 
 

々
一
般
の
需
要
に
は
応
し
難
き
実
情
な
り
且
又
軍
の
経
営
と
し
て
無
償
に
て
一 

 
 
 
 

般
の
利
用
に
開
放
せ
ら
る
る
は
事
業
の
経
済
的
意
義
を
没
却
す
る
も
の
に
し
て 

 
 
 
 

一
日
も
早
く
興
中
公
司
を
し
て
引
続
か
し
め
軍
特
務
部
の
監
督
の
下
に
料
金
の 

 
 
 
 

徴
収
を
開
始
せ
し
む
る
を
至
当
と
す 

 
 
 

ロ
、
通
信
及
交
通 

 
 

（
一
）
郵
便 

 
 
 
 

懸
案
中
の
中
支
占
領
地
域
に
於
け
る
郵
便
事
務
は
愈
三
月
二
十
五
日
を
期
し
先 

 
 
 
 

つ
第
一
着
手
と
し
て
南
京
よ
り
之
を
開
始
せ
り
部
隊
宿
舎
に
充
て
ら
れ
た
る
■ 

 
 
 
 

康
路
支
局
も
部
隊
の
■
意
あ
る
配
慮
に
依
り
移
転
し
四
月
上
旬
開
始
の
見
込
を 

  

     
 
 
 

得
る
に
至
れ
り 

 
 
 
 

現
在
の
郵
便
事
務
は
普
通
及
書
留
郵
便
の
二
種
に
し
て
大
凡
四
月
上
旬
よ
り
■ 

 
 
 
 

達
、
小
包
及
価
格
表
記
郵
便
物
を
開
始
す
る
予
定
な
り
而
し
て
集
配
■
配
達
夫 

 
 
 
 

は
使
用
す
る
も
郵
便
函
を
用
ひ
■
管
理
局
及
各
支
局
に
於
て
受
付
つ
つ
あ
り 

 
 
 
 

三
月
二
十
五
日
よ
り
五
日
間
の
郵
便
切
手
販
売
総
額
は
九
百
十
八
円
六
十
八
銭 

 
 
 
 

を
計
上
せ
り
切
手
に
付
て
は
当
地
に
手
持
な
か
り
し
為
開
局
に
先
ち
本
機
関
に 

 
 
 
 

於
て
旅
行
証
明
を
交
付
鎮
江
に
赴
か
し
め
漸
く
実
際
の
需
要
に
応
す
る
を
得
た 

 
 
 
 

る
次
第
な
り 

 
 
 
 

現
在
江
蘇
郵
■
管
理
局
在
京
人
員
は
管
理
局
二
百
一
三
名
其
の
他
二
百
四
八
名 

 
 
 
 

合
計
四
百
六
一
名
な
り 

 
 
 
 

尚
鎮
江
、
■
州
、
常
州
、
無
錫
及
蘇
州
の
郵
便
事
務
視
察
の
為
旅
行
証
明
を
発 

 
 
 
 

給
せ
り 

   

（
二
）
電
信
、
電
話 

 
 
 
 

三
月
下
旬
日
本
無
線
電
信
株
式
会
社
当
地
の
無
線
電
信
事
務
準
備
の
為
来
京 

 
 
 
 

軍
通
信
隊
、
師
団
指
令
部
と
も
打
合
せ
た
る
に
依
り
直
に
適
当
な
る
発
受
信 

 
 
 
 

施
設
箇
所
及
営
業
を
物
色
せ
し
め
当
初
軍
通
信
隊
に
近
き
旧
中
央
党
部
北
部 

 
 
 
 

の
地
を
予
定
せ
る
も
営
業
所
の
関
係
上
結
局
太
平
路
西
方
旧
国
民
大
■
院
後 

 
 
 
 

方
の
地
に
ア
ン
テ
ナ
及
事
務
所
を
設
置
し
、
営
業
所
は
太
平
路
旧
中
華
■
局 

 
 
 
 

を
利
用
し
大
体
四
月
上
旬
事
務
開
始
の
運
ひ
に
至
れ
り
、
無
線
電
信
に
付
て 

 
 
 
 

は
海
軍
よ
り
機
械
器
具
の
補
給
を
受
く
る
こ
と
に
内
定
せ
る
由
な
り 

 
 
 
 

電
話
業
務
に
付
て
は
再
三
上
海
特
務
部
長
宛
技
術
員
派
遣
方
要
請
せ
る
も
応 

 
 
 
 

答
な
く
且
旧
電
話
局
の
復
旧
は
相
当
の
日
子
を
要
す
へ
き
見
込
あ
り
た
る
為 

 
 
 
 

本
機
関
は
軍
通
信
隊
と
協
議
し
一
般
の
需
要
に
応
す
る
為
三
月
十
七
日
午
前 

 
 
 
 

本
機
関
に
於
て
打
合
せ
会
開
催
せ
り
当
日
出
席
者
は
軍
通
信
隊
、
師
団
指
令 

 
 
 
 

部
兵
站
指
令
部
、
憲
兵
隊
、
支
那
側
自
治
委
員
会
及
日
本
側
居
留
民
会
を
網 

 
 
 
 

羅
し
左
の
決
定
事
項
を
作
成
せ
り 

 
 
 
 

（
イ
）
電
話
線
局
の
復
旧
は
至
急
に
困
難
な
る
に
付
き
不
取
敢
手
廻
機
を
以
て
民 

  




